
　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
）
が
導
入
さ

れ
て
わ
ず
か
３
年
、
日
本
の
太
陽
光
発

電
市
場
は
予
想
を
上
回
る
成
長
を
と
げ

た
。
一
般
社
団
法
人
太
陽
光
発
電
協
会

（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ａ
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
規
模

は
白
物
家
電
市
場
に
匹
敵
す
る
約
２
・

６
兆
円
に
達
し
、
産
業
と
し
て
10
万
人

超
の
直
接
雇
用
を
生
み
出
し
、
地
域
経

済
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
急
速
に
成
長
を
と
げ
て

き
た
太
陽
光
発
電
市
場
に
、
現
在
転
機

が
訪
れ
て
い
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
お
い
て
設

定
さ
れ
て
い
た
プ
レ
ミ
ア
ム
期
間
（
３

年
間
）
が
終
了
し
た
こ
と
、
毎
年
、
設

置
コ
ス
ト
低
減
に
よ
り
見
直
さ
れ
る
買

取
価
格
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
、
Ｆ

Ｉ
Ｔ
で
認
定
さ
れ
た
設
備
の
増
加
に
よ

り
系＊

統
接
続
制
約
問
題
が
顕
在
化
し
た

こ
と
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
等
の
大
規
模
発

電
施
設
の
適
地
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど

が
要
因
だ
。

太
陽
光
発
電
を
め
ぐ
る

二
つ
の
動
き

　

で
は
、
太
陽
光
発
電
市
場
は
ど
こ
へ

向
か
う
の
か
。

　

今
年
７
月
29
〜
31
日
に
東
京
ビ
ッ
ク

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
『
Ｐ
Ｖ
Ｊ
ａ
ｐ

ａ
ｎ
２
０
１
５
』（
主
催
：
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ａ
）

の
各
社
ブ
ー
ス
の
展
示
か
ら
、
最
近
の

太
陽
光
発
電
市
場
の
変
化
と
今
後
の
傾

向
を
探
っ
て
み
た
。
第
一
に
は
太
陽
光

発
電
関
連
メ
ー
カ
ー
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が

こ
れ
ま
で
市
場
を
牽
引
し
て
き
た
産
業

用
か
ら
、
今
後
、
中
長
期
的
に
成
長
が

見
込
め
る
住
宅
用
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
従
来
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
家
庭
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
制
御
す
る
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ホ
ー
ム 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

シ
ス
テ

ム
）
や
定
置
用
蓄
電
池
、
さ
ら
に
Ｅ
Ｖ

（
電
気
自
動
車
）
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
全
体

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
こ
う
し
た
省

エ
ネ
・
創
エ
ネ
を
切
り
口
に
し
た
シ
ス

テ
ム
化
が
大
き
な
流
れ
だ
。
消
費
者
の

関
心
も
余
剰
電
力
の
売
電
か
ら
、
住
宅

の
省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
機
能
を
ア
ッ
プ
し

エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
を
改
善
す
る
こ
と
や
、

災
害
時
に
電
力
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど

に
移
行
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

　

第
二
に
、
太
陽
光
発
電
事
業
の
事
業

性
の
見
極
め
が
難
し
く
な
り
、
産
業
用

の
新
規
需
要
に
陰
り
が
見
え
る
な
か
、

遠
隔
監
視
や
Ｏ
＆
Ｍ
（
運
用
・
保
守
）

サ
ー
ビ
ス
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
こ

と
だ
。
既
存
発
電
所
の
ト
ラ
ブ
ル
の
発

生
や
発
電
性
能
の
低
下
を
早
期
に
発
見

し
、
発
電
効
率
の
最
大
化
を
図
ろ
う
と

い
う
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
だ
。

ま
た
、
既
存
施
設
で
は
安
定
稼
働
と
と

も
に
、
出
力
調
整
へ
の
対
応
も
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ム
ロ
ン
㈱
や

売電から自家消費へ
転機を迎える住宅用太陽光発電市場

　ＦＩＴ（再生可能エネルギーの固定
価格買い取り制度）の導入により、
大きな飛躍をとげた太陽光発電市場
が転機を迎えている。買取価格の
プレミアム期間が終了し、年々買取
価格が低下していくなかで、FITに代
わる成長モデルが描けるかどうかだ。
　発電電力の自家消費をめざした
新たな環境ビジネスの可能性を探る。

7月末に開催された太陽光発電に関する総合イベント『PVJapan2015』。
出展規模153社／団体、入場者数は3万7,402人にのぼった

＊太陽光発電設備による接続量が限界に近づき、昨年秋には電力会社が系統接続申し込みの回答を一時的に留保するという事態が発生した。



田
渕
電
機
㈱
な
ど
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ナ
・
メ
ー
カ
ー
が
提
案
す
る
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
バ
ー
と
連
携
し
た
遠
隔
出
力
制

御
な
ど
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

も
、
注
目
を
浴
び
て
い
た
。

光
熱
費
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

　

こ
の
よ
う
に
新
た
な
太
陽
光
発
電
関

連
ビ
ジ
ネ
ス
の
方
向
が
模
索
さ
れ
る
な

か
で
、
今
後
最
も
注
視
さ
れ
る
の
が
住

宅
用
の
動
向
で
あ
ろ
う
。
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ａ
の

亀
田
正
明
事
務
局
長
も
「
大
規
模
な
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
一
時
話
題
を
集
め
て
い

ま
し
た
が
、
今
後
は
買
取
価
格
が
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
用
地

が
遠
隔
地
に
な
る
な
ど
い
く
つ
か
の
要

因
か
ら
、
採
算
性
を
確
保
す
る
の
が
難

し
く
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
中
規
模
型

も
発
電
事
業
用
は
大
規
模
同
様
に
厳
し

い
。
た
だ
し
、
事
業
所
の
屋
根
な
ど
未

利
用
地
を
活
用
し
た
り
、
系
統
接
続
が

容
易
に
行
え
る
立
地
に
あ
る
な
ど
条
件

が
恵
ま
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
増
加
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。一
方
、

住
宅
用
は
産
業
用
と
は
異
な
り
、
も
と

も
と
電
力
の
自
家
消
費
を
前
提
と
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
か
ら
、
国
が
省
エ
ネ
住

宅
や
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ネ
ッ
ト･

ゼ
ロ
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
）
の
導
入
を
加
速

し
て
い
く
な
か
で
、
今
後
も
着
々
と
市

場
を
拡
大
し
、
安
定
的
に
普
及
し
て
い

く
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
住
宅
用
の
先

行
き
に
期
待
す
る
。

　

こ
う
し
た
住
宅
用
の
市
場
拡
大
の
動

き
は
新
築
住
宅
で
顕
著
だ
。
プ
レ
ハ
ブ

建
築
協
会
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
２

０
１
３
年
の
新
築
戸
建
住
宅
の
太
陽
光

発
電
搭
載
率
は
63
・
２
％
と
過
半
数
を

占
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ソ
ー
ラ
ー
住
宅
を
先
導
す

る
積
水
化
学
工
業
㈱
の
セ
キ
ス
イ
ハ
イ

ム
の
搭
載
率
は
約
85
％
に
達
す
る
と
い

う
。
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
は
年
間
１
万
棟

を
販
売
す
る
の
で
、
１
年
間
で
８
５
０

０
棟
の
ソ
ー
ラ
ー
住
宅
が
全
国
各

地
で
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
も
、
光
熱
費
ゼ
ロ
を
う

た
っ
た
住
宅
の
屋
根
を
フ
ラ
ッ
ト

化
す
る
な
ど
し
て
、
10
ｋＷ
以
上
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
載
せ
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。

　

同
社
の
住
宅
カ
ン
パ
ニ
ー
商
品

開
発
部
技
術
渉
外
グ
ル
ー
プ
長
の

塩
将
一
氏
は
「
当
社
は
２
０
０
３

年
以
来
、
光
熱
費
ゼ
ロ
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
住
宅
を
開
発
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
さ
ら
に
そ
の
考
え
を

押
し
進
め
、
従
来
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
＋
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能

に
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
し
て
Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
蓄
電
池
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
と
、
そ

の
進
化
形
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ

ス
を
実
現
す
る
と
い
う
路
線
に
切
り
替

え
つ
つ
あ
り
ま
す
」
と
言
う
。
そ
の
商

品
化
の
第
一
号
が
２
０
１
３
年
10
月
に

発
売
さ
れ
た
「
ス
マ
ー
ト
パ
ワ
ー
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。

　

同
住
宅
は
10 

ｋＷ
容
量
ソ
ー
ラ
ー
を
搭

載
す
る
こ
と
で
、
20
年
間
で
約
１
千
万

円
（
税
抜
32
円
／
ｋＷｈ
）
の
売
電
収
入
を

得
る
と
と
も
に
、
電
力
の
自
給
自
足
を

目
指
し
た
Ｚ
Ｅ
Ｈ
モ
デ
ル
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
自
給
自
足
指
向
が
満
た
さ
れ
る
う
え

に
、
副
収
入
が
得
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、

15
年
３
月
時
点
で
３
千
棟
超
の
販
売
実

績
を
あ
げ
る
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。

　

塩
氏
は
「
今
後
は
、
さ
ら
に
Ｚ
Ｅ
Ｈ

の
進
化
形
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
と

呼
ぶ
商
品
群
の
開
発
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
」
と
先
行
き
を
に
ら
む
。「
現
在
、

施
主
は
買
取
価
格
が
電
力
料
金
を
上
回

っ
て
い
る
の
で
、
発
電
し
た
分
の
自
家

消
費
を
減
ら
し
売
電
に
向
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
、
買
取
期
間
が
終
了
し

た
り
、
買
取
価
格
が
電
力
料
金
を
下
回

っ
た
り
、
あ
る
い
は
地
域
に
よ
っ
て
出

力
抑
制
が
発
動
さ
れ
た
り
し
た
場
合
な

ど
に
は
、
自
家
消
費
を
増
や
し
、
自
給

自
足
型
へ
切
り
替
え
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
す
」
と
。
な
お
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
４
年
に
住
宅
用

太
陽
光
発
電
の
発
電
コ
ス
ト
が
20
円
台

／
ｋＷｈ
と
な
り
、
す
で
に
電
力
料
金
を
下

回
る
。

経
済
的
メ
リ
ッ
ト
も
高
い
Ｚ
Ｅ
Ｈ

　

積
水
化
学
工
業
㈱
住
宅
カ
ン
パ
ニ
ー

で
は
Ｚ
Ｅ
Ｈ
調
査
結
果
（
２
０
１
５
年

２
月
）
を
発
表
し
て
い
る
。
調
査
対
象

は
２
０
１
３
年
に
施
主
が
入
居
し
た
セ

キ
ス
イ
ハ
イ
ム
の
う
ち
オ
ー
ル
電
化
と

太
陽
光
発
電
を
搭
載
し
た
３
５
４
５
邸
。

Ｚ
Ｅ
Ｈ
と
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
ネ

ッ
ト
で
ゼ
ロ
ま
た
は
ゼ
ロ
を
下
回
る
住

宅
の
こ
と
で
、
オ
ー
ル
電
化
住
宅
の
場

出所：積水化学工業㈱住宅カンパニー資料



合
、
発
電
電
力
量
が
消
費
電
力
量
を
上

回
る
。

　

同
社
の
調
査
に
よ
る
と
２
０
１
４
年

の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
達
成
住
宅
は
「
家
電
込
み
」

が
前
年
の
13
％
か
ら
17
％
へ
、「
家
電

抜
き
」
は
46
％
か
ら
49
％
へ
拡
大
、「
家

電
込
み
」
と
「
家
電
抜
き
」
を
合
計
し

た
Ｚ
Ｅ
Ｈ
は
66
％
の
２
３
４
３
邸
に
の

ぼ
る
。
ち
な
み
に
「
家
電
抜
き
」
と
は

経
済
産
業
省
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
要
件
と
な
る
空

調
（
冷
暖
房
）、
給
湯
、
換
気
、
照
明

設
備
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
概
ね

（
ネ
ッ
ト
）
ゼ
ロ
に
な
る
住
宅
を
指
し
、

「
家
電
込
」
と
は
そ
れ
ら
に
加
え
、
テ

レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な
ど
他
の
家

電
分
を
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が

概
ね
ゼ
ロ
に
な
る
住
宅
を
指
す
。

　

ま
た
、
こ
の
調
査
で
は
、
経
済
的
な

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
こ
と
も
証
明
さ
れ

た
。
Ｚ
Ｅ
Ｈ
邸
（
家
電
込
み
＋
家
電
抜

き
）
で
は
光
熱
費
が
年
間
４
万
８
５
９

７
円
、
家
電
込
み
Ｚ
Ｅ
Ｈ
邸
で
は
同
11

万
４
５
７
８
円
の
黒
字
と
い
う
結
果
が

出
た
。

　

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
や
定
置
用
蓄
電
池
を
搭
載

す
る
こ
と
に
関
し
て
は
施
主
側
か
ら
も

「
ど
こ
で
ど
う
電
力
を
使
っ
て
い
る
の

か
見
た
い
」「
省
エ
ネ
を
進
め
る
た
め

に
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
欲
し
い
」「
非
常
時
の

た
め
に
、
太
陽
光
発
電
の
電
力
を
蓄
電

池
に
蓄
え
た
い
」
な
ど
先
進
的
な
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

自
家
消
費
に
関
心
が
高
ま
り
、

大
容
量
化
の
ニ
ー
ズ

　

そ
の
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
の
「
ス
マ
ー

ト
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
定
置
用

蓄
電
池
を
提
供
し
て
い
る
の
が
ニ
チ
コ

ン
㈱
で
あ
る
。
同
社
は
も
と
も
と
コ
ン

デ
ン
サ
等
の
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
が
、
２
０
１
２
年
７
月
、
世
界
に
先

駆
け
家
庭
用
蓄
電
シ
ス
テ
ム
「
ホ
ー

ム
・
パ
ワ
ー
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（
７
・

２
ｋＷｈ
）
を
市
場
に
投
入
し
た
。
さ
ら
に

今
年
、
同
シ
ス
テ
ム
と
ほ
ぼ
同
等
サ
イ

ズ
（W

1060

×H
1250

×D
300

）
で

蓄
電
容
量
が
２
倍
近
い
12
ｋＷｈ
タ
イ
プ
の

製
造
・
販
売
に
も
着
手
し
た
。
同
社
広

報
部
は
「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
発

電
し
た
余
剰
電
力
を
蓄
電
シ
ス
テ
ム
に

充
電
し
自
家
消
費
す
る
こ
と
へ
の
関
心

が
高
ま
り
、
蓄
電
池
の
大
容
量
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
発
電
電
力
の
自

家
消
費
指
向
を
販
売
拡
大
に
つ
な
げ
る

戦
略
だ
。
屋
外
設
置
で
保
証
期
間
は
15

年
間
。
停
電
時
は
蓄
電
池
か
ら
自
動
で

電
力
を
供
給
し
、
平
常
時
も
割
安
な
深

夜
料
金
を
利
用
し
て
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
運

転
に
よ
り
電
気
代
が
節
約
で
き
る
。
ま

た
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
、
経

済
性
を
重
視
し
た
経
済
モ
ー
ド
と
環
境

を
重
視
し
た
グ
リ
ー
ン
モ
ー
ド
の
運
転

モ
ー
ド
を
簡
単
に
切
り
替
え
て
選
ぶ
こ

と
も
で
き
る
。
経
済
モ
ー
ド
は
発
電
し

た
電
力
の
余
剰
分
は
す
べ
て
売
電
。
天

気
が
悪
く
て
も
深
夜
電
力
を
昼
間
使
う

こ
と
で
、
昼
間
の
高
い
電
力
を
買
わ
な

く
て
も
済
む
。
グ
リ
ー
ン
モ
ー
ド
は
昼

間
、
発
電
し
た
余
剰
分
を
す
べ
て
蓄
電

シ
ス
テ
ム
に
充
電
し
、
夜
と
朝
の
使
用

ピ
ー
ク
時
に
活
用
す
る
。

　

さ
ら
に
同
社
で
は
同
じ
２
０
１
２
年

８
月
に
、
Ｅ
Ｖ
を
家
庭
用
電
力
と
し
て

活
用
す
る
Ｖ
２
Ｈ（Vehicle to H

om
e

）

シ
ス
テ
ム
「
Ｅ
Ｖ
パ
ワ
ー
・
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
を
世
界
で
初
め
て
商
品
化
し

た
。
充
電
容
量
は
日
産
リ
ー
フ
の
場
合

で
24
ｋＷｈ
。
夜
間
電
力
を
昼
間
使
用
す
る

電
力
（
12
ｋＷｈ
）
と
し
て
活
用
す
る
と
年

間
（
２
４
８
日
）
で
約
５
万
２
千
円
節

約
で
き
る
と
い
う
。
日
産
「
リ
ー
フ
」、

三
菱
自
動
車
「
ｉ-

Ｍ
ｉ
Ｅ
Ｖ
」
な
ど

Ｅ
Ｖ
や
、
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
の
「
ア
ウ
ト
ラ
ン

ダ
ー
」、
燃
料
電
池
自
動
車
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｉ
」
と
接
続
が
可
能
だ
。

　

同
社
で
は
「
２
０
１
８
年
以
降
に
売

電
価
格
と
電
気
料
金
の
逆
転
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
売
電
す
る

よ
り
自
家
消
費
し
た
方
が
得
に
な
る
。

す
で
に
太
陽
光
発
電
は
多
く
の
家
庭
で

設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
蓄
電
池
市
場

は
大
き
く
拡
大
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

課
題
で
あ
る
小
型
化
、
低
価
格
化
、
長

寿
命
化
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
」
と
市
場
拡
大
へ
の
期
待
が
大
き

い
。

　

こ
う
し
た
定
置
型
蓄
電
池
や
Ｅ
Ｖ
な

ど
を
利
用
し
た
住
宅
用
蓄
電
シ
ス
テ
ム

の
普
及
が
、
今
後
、
電
力
の
自
給
自
足

化
へ
の
鍵
を
握
り
そ
う
で
あ
る
。

自
家
消
費
へ
の
鍵
を
握
る
の
は

蓄
電
池
の
コ
ス
ト
低
減

　

市
場
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
定
置
型
蓄

電
地
で
あ
る
が
、
現
在
、
最
大
の
課
題

は
価
格
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
経
済
産

業
省
で
は
平
成
23
年
度
（
補
正
予
算
）

か
ら
「
定
置
用
蓄
電
池
導
入
支
援
事
業
」

を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。
同
省
商

務
情
報
局
情
報
通
信
機
器
課
は
「
現
状

で
は
定
置
用
蓄
電
池
は
ま
だ
、
価
格
が

『PVJapan2015』のニチコン㈱展示ブース（上）。
「EVパワー・ステーション」（7kWh）とリモコンの画面
（写真提供：ニチコン㈱）



高
過
ぎ
ま
す
。
支
援
事
業
で
は
蓄
電
池

の
導
入
費
用
を
一
部
補
助
す
る
こ
と

で
、
市
場
初
期
（
24
年
度
）
に
約
30
万

円
／
ｋＷｈ
だ
っ
た
機
器
価
格
を
３
分
の
１

程
度
に
下
げ
る
こ
と
を
目
標
に
据
え
て

い
ま
す
」
と
量
産
効
果
に
よ
る
低
価
格

化
を
後
押
し
す
る
狙
い
だ
。
現
在
、
定

置
用
蓄
電
池
の
価
格
は
当
初
よ
り
約
２

割
下
が
っ
て
、
５
ｋＷｈ
で
１
５
０
万
円
見

当
で
あ
る
と
い
う
。
蓄
電
池
へ
の
関
心

は
年
々
高
ま
り
、
昨
年
度
は
約
３
カ
月

で
申
請
を
締
め
切
る
ほ
ど
人
気
が
高
く
、

約
１
万
件
（
予
算
額
１
０
０
億
円
）
に

補
助
金
を
交
付
。
今
年
度
も
す
で
に
６

月
半
ば
に
申
請
を
締
め
切
り
、
約
２
万

件
（
同
１
３
０
億
円
）
の
交
付
を
見
込

ん
で
い
る
。

　

経
済
産
業
省
の
試
算
に
よ
れ
ば
10
万

円
／
ｋＷｈ
と
し
て
も
、
投
資
回
収
に
は
ほ

ぼ
10
〜
15
年
か
か
る
と
い
う
。「
あ
く

ま
で
も
昼
夜
電
力
の
価
格
差
か
ら
試
算

し
た
も
の
で
、
太
陽
光
発
電
を
導
入
し

た
り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
と
し
て
の

価
値
を
加
味
す
れ
ば
、
十
分
コ
ス
ト
に

見
合
う
と
思
い
ま
す
」
と
し
て
い
る
。

欧
州
で
も
期
待
は
大
き
い
が
、

補
助
金
頼
み
が
現
状

　

そ
れ
で
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
導
入
で
先
行
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
さ
ら
に
米
国
で
は
定
置

用
蓄
電
池
市
場
や
自
家
消
費
へ
の
動
き

は
ど
う
な
の
か
。
太
陽
光
発
電
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
、
㈱
資
源
総
合
シ
ス
テ
ム
の

調
査
事
業
部
部
長
で
海
外
の
太
陽
光
発

電
市
場
に
詳
し
い
貝
塚
泉
氏
に
よ
る
と

「
今
年
６
月
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
開
催
さ

れ
た
欧
州
最
大
の
太
陽
光
発
電
展
示
会

『Intersolar Europe 2015

』
で
は
、

蓄
電
に
関
す
る
展
示
ホ
ー
ル
が
こ
れ
ま

で
に
な
い
活
況
を
み
せ
て
い
た
し
、
７

月
に
開
か
れ
た
北
米
を
代
表
す
る
太
陽

光
発
電
展
示
会
『Intersolar N

orth 
A
m
erica 2015

』
で
も
全
体
の
出
展
数

が
や
や
減
少
す
る
な
か
で
、
蓄
電
関
連

の
展
示
が
前
年
比
88
％
も
増
加
し
ま
し

た
」と
、欧
米
で
も
蓄
電
池
の
コ
ス
ト
低

減
や
自
家
消
費
向
け
な
ど
の
展
開
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

な
か
で
も
ド
イ
ツ
は
２
０
０
０
年
に

Ｆ
Ｉ
Ｔ
を
導
入
し
、
12
年
に
は
買
取
価

格
が
電
気
料
金
を
下
回
っ
た
こ
と
で
、

ド
イ
ツ
政
府
も
太
陽
光
発
電
の
自
家
消

費
を
奨
励
し
て
い
る
。
13
年
か
ら
は
ド

イ
ツ
開
発
銀
行
が
太
陽
光
発
電
の
導
入

者
に
対
し
、
蓄
電
設
備
を
対
象
に
し
た

補
助
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
し
、
18
年

ま
で
継
続
す
る
予
定
だ
。
ド
イ
ツ
を
中

心
と
し
た
欧
州
諸
国
で
は
、
こ
う
し
た

蓄
電
池
パ
リ
テ
ィ
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
。「
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
も
日
本

同
様
に
は
補
助
金
頼
み
が
現
状
で
、
蓄

電
池
の
コ
ス
ト
低
減
が
鍵
を
握
る
」（
貝

塚
氏
）。
そ
う
し
た
な
か
で
欧
米
の
展

示
会
で
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
た

の
が
Ｅ
Ｖ
ベ
ン
チ
ャ
ーT

eslaM
otors

が
発
売
予
告
し
て
い
る
安
価
な
定
置
用

蓄
電
池
だ
と
い
う
。
10
ｋＷｈ
が
３
５
０
０

ド
ル
、
７
ｋＷｈ
が
３
千
ド
ル
と
従
来
の
４

分
の
１
〜
５
分
の
１
の
価
格
設
定
だ
。

「
第
三
者
検
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
ま
だ
評
価
す
る
に
は
早
い
が
、
蓄

電
池
の
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
」
と
期
待
す
る
。

　

一
方
、
日
本
の
定
置
用
蓄
電
池
市
場

に
も
、
こ
れ
か
ら
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が

訪
れ
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
以
前
、
２
０
０
９
年

に
開
始
さ
れ
た
余
剰
電
力
買
取
制
度
が

19
年
に
買
取
期
間
の
期
限
を
迎
え
る
。

20
年
に
は
そ
の
買
取
期
間
を
終
え
た
余

剰
電
力
が
自
由
市
場
に
流
入
し
、
自
由

取
引
に
移
行
す
る
も
の
が
年
々
、
増
加

す
る
こ
と
に
な
る
。
貝
塚
氏
は
「
そ
の

時
点
で
の
電
力
価
格
や
電
力
自
由
化
が

ど
う
展
開
し
て
い
る
か
に
左
右
さ
れ
る

が
、
自
家
消
費
に
向
け
た
蓄
電
池
普
及

の
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
」と
指
摘
す
る
。

　
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ａ
の
亀
田
事
務
局
長
は
「
余

剰
電
力
を
安
い
価
格
で
電
力
市
場
に
売

却
す
る
よ
り
も
、
自
家
消
費
し
、
あ
わ

せ
て
災
害
時
の
備
え
に
し
よ
う
と
い
う

ケ
ー
ス
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。
自
家
消

費
に
活
用
す
れ
ば
系
統
へ
の
負
担
も
軽

減
で
き
る
し
、
国
民
負
担
に
よ
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ

に
頼
ら
ず
、
太
陽
光
発
電
の
普
及
が
進

む
時
代
が
き
ま
す
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

（
レ
ポ
ー
タ
ー
／
平
岩
　
優
）

ミュンヘンで開催された「Intersolar Europe 2015」で活況をみせていた
蓄電池関連の展示ホール（写真提供：㈱資源総合システム）
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FIT適用 自由取引容量 累積容量

FIT後の住宅用太陽光発電市場の容量（見通し）

出所：（一社）太陽光発電協会「2030年に向けた確かな歩み」2015年3月


